
アフリカ
地域別概況

　アフリカ大陸には、中国やインドに匹
敵する約14億人もの人々が暮らしてい
ます。平均年齢は18.6歳（2021年）と
若く、30年後の2054年には約26億人
とほぼ倍増する見込みです。
　このように可能性を持つ多くの若い
人材への投資とともに、人口増に伴い
急増する食料需要や気候変動による災
害、農業生産への影響に備えていくこと
が大きな課題です。

アフリカと日本の成長に貢献
2022年8月に開催された第8回アフ

リカ開発会議（TICAD8）では、岸田文
雄総理大臣がアフリカと共に日本も成長
するための取り組みを行うことを表明し
ました。JICAは「TICAD8における日本
の取組」の着実な実施を通じて、アフリ
カと日本の成長に貢献していきます。
　具体的には、2023年度は、新型コロ
ナウイルスが感染症法上5類に引き下げ

られたことに伴い、アフリカの若者のた
めの産業人材育成イニシアティブ（ABE

イニシアティブ）で135人の長期研修員
を受け入れ、民間企業と対面で行うネッ
トワーキング・イベントも再開しました。
また、ロシア軍のウクライナ侵略に伴う
食料危機への対応として、アフリカ稲作
振興のための共同体（CARD）によるコ
メの増産協力に加え、タンザニア農業投
入材支援事業として100億円を上限と
する円借款の貸し付けなどを実施しまし
た。さらに、アフリカの経済成長を促進
すべく日本の「カイゼン」を用いた協力や
インフラ整備なども行いました。

2024年度は、引き続き「アフリカ連合
開発庁（AUDA-NEPAD）」との連携によ
り、1993年に開催されたTICADⅠ以降
30年間の協力実績を振り返り、アフリ
カと共にどのような未来を創っていくべ
きかを議論するとともに、2025年8月
に開催されるTICAD9の準備を進めて
いきます。

2023年度
事業規模合計

1,088.60億円

地域事業規模

マダガスカルで稲作指導を行うコメ生産性向上・
流域管理プロジェクト（PAPRIZ）の専門家

アフリカの人への投資

2023年度の概況C H A P T E R 3

362.08億円

376.61億円

349.90億円

（注1）JICAの事業規模とは、2023年度に
おける技術協力（研修員＋専門家＋調
査団＋機材供与＋青年海外協力隊／
海外協力隊＋その他海外協力隊＋その
他経費）、有償資金協力（承諾額）、無
償資金協力（新規G/A締結額）の総額。

（注2）複数国・地域にまたがるもの、および
国際機関に対する協力実績を除く。

（注3）四捨五入の関係上、合計が一致しな
いことがあります。

技術協力

有償資金協力

無償資金協力
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南スーダン ジェンダーに基づく暴力（SGBV）被害者の自立と社会復帰促進アドバイザー業務

Global Agenda 14    ジェンダー平等と女性のエンパワメント

南スーダンでは女性の約半数が暴力を経験
　世界では約3人に1人の女性が身体的・性的暴力を
受けた経験があるといわれています。長らく武力紛争が
続いていた南スーダンはさらに深刻で、その割合は
47.5%にも上ります。また、男性から女性へ支払われ
る「結婚持参金」目当ての児童婚も後を絶ちません。
　南スーダンにもジェンダーに基づく暴力（SGBV）撤
廃に向けた政策はあり、この問題に取り組むNGOも多
数存在しています。しかし、被害当事者に寄り添った継
続的な対応や中・長期的な支援は十分ではありません。

被害当事者や周りの男性の意識が変化
　そこでJICAは、南スーダンのSGBVへの取り組みを
改善し、被害当事者の自立と社会復帰を促進するため
に、2021年9月から約2年間、専門家を派遣しました。
　現地では、政府職員や支援関係者を対象に、SGBV

の要因と影響、各省庁の責任と役割、法的枠組み、女
性への保護サービスを提供する際に取るべき標準手順
書を周知するなど、SGBVに対する認識を高める研修
を行いました。また現地のNGOと連携し、パイロット
活動も実施。どのような活動が効果的なのか検証し、
好事例・教訓をガイダンスノートとしてまとめました。

パイロット活動の一つである職業訓練研修では、伝統
的に女性の分野とみなされる縫製などだけでなく、自動
車の運転教習も実施。現地では女性が自動車を運転す
ることが少なく、被害当事者の一人は「技術を身に付け、
周りから敬意を払われるようになった」と話しています。
　また、今回の活動には、地域のリーダー的な男性に
対するSGBV問題の啓発研修も含まれています。研修
を受け意識が変わったという参加者から「古い考えに縛
られている男性に児童婚の問題を伝えている」といった
声が届いています。

トラウマに苦しむ女性・少女に寄り添う

JICA専門家から多く学びました

JICA専門家からSGBV被害当事者に寄り
添う大切さを学びました。長期的な視野で
被害当事者に対して知識や技術を習得す
る機会を提供し、「女性や少女が夢を実現
できる社会」づくりに取り組んでいきます。
JICAには今後も私たちの活動に協力して
ほしいと考えています。

平和コミュニケーション・イニシアティブ協会
ブランタイン・ロイスさん

ガイダンスノートが完成しました

活動の集大成であるガイダンスノートの完
成後、作成に関わった多くの人から「まさ
に今私たちが重要だと感じていることだ」
というフィードバックがあり嬉しく感じま
した。このガイダンスノートが、今後、南
スーダンにおけるSGBV対策に貢献する
ことを期待しています。

JICA専門家／ワールド・ビジョン・ジャパン
池内千草さん

SGBV撤廃国際キャンペーン「ジェンダーに基づく暴力撤廃の16日間」で南スーダンの
若者が演劇を通してSGBV撤廃の重要性を訴えた

事例
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